
●夏休みを充実なものに、

そして成長しましょう。
今年度の夏休みは例年より１０日近く短いものになりました。

しかし、夏休みは大人も子供も気持ちが緩む時期です。また、子

ども達の周りには、危険がいっぱい！！そして、新型コロナウイ

ルスの影響によりやることもいっぱい！となります。個々が頑張

り、自分の力を高め、そして体と心の安全を守れる２４日間（土

日を含む）にしていきたいと思います。

心と体の安全のために１（不審者に注意）

これまで、４月からのいわき市内校長会からの不審者情報は４０を

超えます。他県では連れ去り被害なども起こっています。有効な対応

策は複数での移動、防犯ブザー、歩行時の監視と不審者への早期の

気付きです。一人で、不審者と接近することが一番の危険です。また、

不審者に出会っても通報などの遅れから、警察が対応できなかった例

も多く、戸惑わず通報することが大切です。

心と体の安全のために２（水難事故に注意）

今年度は水泳の実技指導を行っていません。海、湖、川遊びに至っ

ては保護者と同伴であっても十分な注意が必要です。また、池、沼、川

などには近づかないご指導をよろしくお願いいたします。本校学区内に

はため池、調整池なども多く、そのほとんどは人目に付きにくいところに

あり、ことさら注意が必要です。

心と体の安全のために３（ゲーム・スマホに注意）

本校では今年度、顕著なトラブルは見られていませんが、平方部全

体でも対戦型ゲームによる課金、夜更かし、チャット機能による誹謗中

傷等は近年大きな問題となっています。本校ではCEROによる対象年

齢にあったゲームでの遊びを推奨しています。年齢に合わない殺伐と

したもの、子供の心を曇らせるものは保護者の責任において適切に管

理していただくようお願い申し上げます。

心と体の安全のために４（交通事故防止）

ヘルメットはほとんどの子がかぶることができています。しかし、それ

で完全に安全とは言えません。臨時休業中から、危険な乗り方の防止

への指導を行ってきました。交通事故は一瞬で人の命や体を奪いま

す。事故の起こる前に、後に悔やまぬ指導をお願いいたします。


